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１．その他の断層・リニアメント
（敷地を中心とする半径30㎞範囲陸域）

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層
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１．その他の断層・リニアメント

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層



1-31.1 一里小屋付近のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

 50万分の１活構造図「青森」（1986），「［新編］日本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）のいずれにおいても，活断層，推定活断層及び
リニアメントは示されていない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-3 再掲

コメントNo.S133
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1.1 一里小屋付近のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読）

 東通村豊栄付近からむつ市石蕨付近に至る約7.5km間に，NNW-SSE方向の２条の
並走するＬＤリニアメントが断続的に判読される。

 東側のリニアメントは，東通村石蕨平東方からむつ市石蕨付近に至る約4.5km間にお
いて，砂子又丘陵西縁部内に断続的に判読され，丘陵の尾根等に東側が低い不連
続が認められる。

 西側のリニアメントは，東通村豊栄付近からむつ市金谷沢南東に至る約6km間にお
いてて，西側の段丘分布域と東側の丘陵との境界付近に判読され，東側が低い高度
差が認められる。

一里小屋付近の空中写真判読図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-4 再掲
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 一里小屋付近のリニアメントが判読される地域には，鮮新統～下部更新統の砂子又層及び中部～上部更新統の段丘堆積物が広く分布する。
 東側のリニアメント付近では砂子又層が10゜程度西傾斜の同斜構造を示し，断層は認められない。リニアメントは西側の比較的固結度の高い泥岩と，東側の固結度の低い砂岩との

岩相境界に対応している。

1.1 一里小屋付近のリニアメント

地質調査（地質平面図及び地質断面図）

一里小屋付近の地質図 一里小屋付近の地質断面図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-5 再掲
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豊栄

神山

 砂子又層が５゜程度西傾斜の同斜構造を示し，リニアメントの両側で砂子又層に不連続は認められない。
 リニアメントの西側のみにＭ１面堆積物を覆う古砂丘堆積物が分布し，リニアメントは古砂丘の東縁部に対応する。

1.1 一里小屋付近のリニアメント

地質調査（西側のリニアメント：豊栄付近のボーリング）

西側のリニアメント

LD

豊栄付近の地質断面図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-6 再掲
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豊栄

神山

 砂子又層が５゜程度西傾斜の同斜構造を示し，リニアメントの両側で砂子又層に不連続は認められない。
 表層部に比較的厚い陸成層が分布しているものの，リニアメント西方では，陸成層下部に風成砂層及び極細粒火山灰層

からなる高まりが確認され，その背後では陸成層中に河道で堆積したと考えられる礫混じり砂層が認められる。

1.1 一里小屋付近のリニアメント

地質調査（西側のリニアメント：神山付近のボーリング）

西側のリニアメント

LD

神山付近の地質断面図

極細粒火山灰層

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-7 再掲
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豊栄付近（ボーリング調査）

⇒砂子又層は西に緩く傾斜する同斜構造を示し，
リニアメントの両側で砂子又層に不連続は認め
られない。また，リニアメントの西側のみにＭ１面
堆積物を覆う古砂丘堆積物が分布し，リニアメン
トは古砂丘の東縁部に対応する。

神山付近（ボーリング調査）

⇒砂子又層は西に緩く傾斜する同斜構造を示
し，リニアメントの両側で砂子又層に不連続
は認められない。また，表層部に比較的厚い
陸成層が分布しているものの， リニアメント
の西方では，陸成層下部に風成砂層及び極
細粒火山灰層からなる高まりが確認され，そ
の背後では陸成層中に河道で堆積したと考
えられる礫混じり砂層が認められる。 東側のリニアメント

⇒東側のリニアメント付近では砂子又層が10゜
程度西傾斜の同斜構造を示し，断層は認めら
れない。リニアメントは西側の比較的固結度の
高い泥岩と，東側の固結度の低い砂岩との岩
相境界に対応している。

1.1 一里小屋付近のリニアメント

まとめ

 リニアメント付近には，少なくとも後期更新世以降に活動した断層は存在せず，東側のリニアメントは，岩質の差を反映した侵食地形であり，
西側のリニアメントは，風成層からなる高まりの背後の形態を反映したものと判断される。

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-8 再掲
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１．その他の断層・リニアメント

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層



1-101.2 石持東方のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

 50万分の１活構造図「青森」（1986），「［新編］日本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）のいずれにおいても，活断層，推定活断層及び
リニアメントは示されていない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-10 再掲

コメントNo.S133



1-111.2 石持東方のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読）

 東通村石持東方から同村野牛西方に至る約3.5km間に，E-W方向～ENE-WSW方向の２条のLDリニアメントが判読される。
 北側のリニアメントは，東通村東栄付近の約2.5km間において判読され，直線状の谷，鞍部の配列からなり，リニアメントを挟んで，Ｈ４面に南側が低い高度差が認められる。
 南側のリニアメントは，東通村鹿橋付近の約2km間において判読され，直線状の谷，傾斜変換部からなり，リニアメントを挟んで，Ｈ３’面に北側が低い高度差が認められる。

石持東方の空中写真判読図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-11 再掲
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 石持東方のリニアメントが判読される地域には，鮮新統
～下部更新統の砂子又層が分布し，砂子又層を不整合
に覆って中部更新統の段丘堆積物が広く分布している。

1.2 石持東方のリニアメント

地質調査（地質平面図及び地質断面図）

石持東方の地質図

石持東方の地質断面図

新 規
第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-12 再掲
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 北側のリニアメントについては，ボーリング調査結果によると，リニアメントの両側でＨ４面堆積物に不連続は認められず，
リニアメントの北側のみにＨ４面堆積物を覆う古砂丘堆積物が分布し，リニアメントは古砂丘の南縁に対応する。

1.2 石持東方のリニアメント

地質調査（北側のリニアメントのボーリング調査）

北側のリニアメント：東栄付近の地質断面図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-13 再掲



1-141.2 石持東方のリニアメント

地質調査（南側のリニアメントのボーリング調査）

 南側のリニアメントについては，ボーリング調査結果によると，砂子又層は北への緩傾斜を示し，リニアメントの両側
で不連続は認められない。表層部では，ローム層あるいは火山灰層が，リニアメントの北側では部分的に薄くなって
おり，南側では部分的に厚くなっていることが確認された。

南側のリニアメント：鹿橋付近の地質断面図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-14 再掲
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 リニアメント付近には，少なくとも後期更新世以降に活動した断層は存在せず，北側のリニアメントについては古砂丘背後の形態を反映したものであり，
南側のリニアメントについては表層部のローム層あるいは火山灰層の層厚の変化を反映したものと判断される。

1.2 石持東方のリニアメント

まとめ

北側のリニアメント：東栄付近（ボーリング調査）

⇒リニアメントの両側でＨ４面堆積物に不連続は
認められず，リニアメントは古砂丘堆積物の南
縁に対応する。

南側のリニアメント：鹿橋付近（ボーリング調査）

⇒砂子又層は北への緩傾斜を示し，リニアメント
の両側で不連続は認められない。リニアメント
はローム層あるいは火山灰層の層厚が変化
する付近に位置する。

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-15 再掲
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１．その他の断層・リニアメント

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層



1-171.3 豊栄平付近のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

 50万分の１活構造図「青森」（1986），「［新編］日本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）のいずれにおいても，活断層，推定活断層及び
リニアメントは示されていない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-17 再掲

コメントNo.S133
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 横浜町豊栄平付近には，N-S方向の延長の短いＬＤリニアメントが判読される。リニアメントは，丘陵斜面における崖，鞍部の配列からなり，東側が低い高度差が認められる。

1.3 豊栄平付近のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読）

豊栄平周辺の空中写真判読図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-18 再掲



1-191.3 豊栄平付近のリニアメント

地質調査（地質平面図及び地質断面図）

 リニアメント付近には，砂子又層が分布しており，西緩傾斜の同斜構造を示している。砂子又層はリニアメントを挟んで一様な傾斜を示す。

豊栄平付近の地質図

豊栄平付近の地質断面図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-19 再掲
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豊栄平

 日本原燃株式会社が実施したピット調査を解析した結果によれば，この付近に分布する砂子又層は西緩傾斜の同斜構造を示しており，リニアメントは砂子又層の泥岩と砂岩との
岩相境界にほぼ対応している。

⇒リニアメントの位置に断層は存在せず，リニアメントは岩質の差を反映した侵食地形であると判断される。

1.3 豊栄平付近のリニアメント

地質調査（ピット調査），まとめ

調査位置図

横浜町豊栄平南東におけるピット調査結果

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-20 再掲
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１．その他の断層・リニアメント

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層



1-221.4 二又付近のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

 「［新編］日本の活断層」（1991）は， E-W方向及びNNW-SSE方向の２条の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）には，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-22 再掲

コメントNo.S133



1-231.4 二又付近のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読と文献断層との比較）

 E-W方向とNW-SE方向の２条のＬＤリニアメントが判読される。Ｅ－Ｗ方向のリニアメントはＨ4面上の逆向きの崖であり，北側が低い高度差が認められる。
NW-SE方向のリニアメントは崖，鞍部の配列からなり，南西側が低い高度差が認められる。

 このうちE-W方向のＬＤリニアメントは， 「［新編］日本の活断層」（1991）により示されたものとほぼ対応する。

二又付近の空中写真判読図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-23 再掲

コメントNo.S133

「〔新編〕日本の活断層」（1991）による活断層の

疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）



1-241.4 二又付近のリニアメント

地質調査（地質図）

 新第三系中新統の泊層及び鷹架層，新第三系鮮新統～第四系下部更新統の砂子又層等が分布する。

 これらを不整合に覆って第四系中部更新統の高位段丘堆積物が広く分布し，沢沿いの一部に第四系上部更新統の低位段丘堆積物が局所的に分布する。

二又付近の地質図

第４０７回審査会合（H28.10.7）

資料１－２ p1-24 再掲



1-251.4 二又付近のリニアメント

地質調査（NW-SE方向のＬＤリニアメント）

調査位置図

第三二又東方における地質断面図

第三二又東方におけるルートマップ

第三二又

雲雀平

 NW-SE方向のＬＤリニアメントが判読される第三二又東方においては，砂子又層の岩相に不連続は認められず，西緩傾斜の同斜構造を示している。

調査位置図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-25 再掲

「〔新編〕日本の活断層」（1991）による活断層の

疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）



1-26

Ａ Ａ’

二又

1.4 二又付近のリニアメント

地質調査（NNW-SSE方向の文献によるリニアメント）

 「[新編]日本の活断層」(1991)によりNNW-SSE方向の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている二又北方においては，砂子又層の岩相に
不連続は認められず，西緩傾斜の同斜構造を示しており，段丘面堆積物の基底面にも高度差は認められない。

二又北方における地質断面図

調査位置図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-26 再掲

二又北方におけるルートマップ

「〔新編〕日本の活断層」（1991）による活断層の

疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）



1-27

雲雀平

1.4 二又付近のリニアメント

地質調査（E-W方向のＬＤリニアメント及び文献によるリニアメント）

調査位置図

地質断面図
ボーリング調査位置図

Ａ Ａ’

雲
雀
平

 E-W方向のＬＤリニアメントが判読され，「[新編]日本の活断層」(1991)により「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている雲雀平西方においては，
日本原燃株式会社が実施した打ち込み式ボーリング調査を解析した結果によれば，Ｈ4面堆積物上面に高度不連続は認められない。

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-27 再掲

「〔新編〕日本の活断層」（1991）による活断層の

疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）



1-281.4 二又付近のリニアメント

まとめ

 空中写真判読によるＬＤリニアメント及び「［新編］日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」に対応する断層は存在しないものと判断される。

NW-SE方向のＬＤリニアメント

⇒砂子又層の岩相に不連続は認められず，
西緩傾斜の同斜構造を示している。

NNW-SSE方向の文献によるリニアメント

⇒砂子又層の岩相に不連続は認められず，
西緩傾斜の同斜構造を示しており，段
丘面堆積物の基底面にも高度差は認め
られない。

É-W方向のＬＤリニアメント及び文献によるリニアメント

⇒Ｈ4面堆積物上面に高度不連続は認められない。

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-28 再掲



1-29

１．その他の断層・リニアメント

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層



1-301.5 鷹架沼南岸のリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

 「［新編］日本の活断層」（1991）は，Ｅ-Ｗ方向の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）には，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-30 再掲

コメントNo.S133



1-311.5 鷹架沼南岸のリニアメント

変動地形学的調査（空中写真判読）

鷹架沼南岸の空中写真判読図

 E-W方向のＬＤリニアメントが判読され，西部ではＨ５面前面の崖，東部ではＨ５面を開析する直線状の谷，Ｈ４面とＨ５面とを境する崖の配列からなり，いずれも北側が低い高度差が
認められる。

 リニアメントが判読される位置は，「[新編]日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」とは異なっている。

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-31 再掲

コメントNo.S133

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-32

戸鎖

Tg-1

調査位置図

1.5 鷹架沼南岸のリニアメント

地質調査（西部のＬＤリニアメント）

 西部のＬＤリニアメントが判読される戸鎖付近においては，大露頭が認められ，リニアメントを挟んで連続的に確認される砂子又層に変位・変形は認められない。
また，リニアメントは，砂子又層を削り込んで堆積しているＭ１’面堆積物の分布の南限にほぼ対応している。

露頭スケッチ（Loc.Tg-1）

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-32 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-33

戸鎖

1.5 鷹架沼南岸のリニアメント

地質調査（東部のＬＤリニアメント）

戸鎖南東の地質断面図
（日本原燃株式会社実施）

 東部のＬＤリニアメントが判読される戸鎖南東においては，リニアメントを挟んで，Ｈ５面堆積物に高度不連続は認められない。

調査位置図

戸鎖南東のルートマップ

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-33 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-34

戸鎖

1.5 鷹架沼南岸のリニアメント

地質調査（文献によるリニアメント）

 「[新編]日本の活断層」(1991)により「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている戸鎖南方においては，リニアメントを挟んで，Ｈ４面堆積物に
高度不連続は認められない。

戸鎖南方のルートマップ

戸鎖南方の地質断面図

調査位置図
（日本原燃株式会社実施）

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-34 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-351.5 鷹架沼南岸のリニアメント

まとめ

西部のＬＤリニアメント

⇒砂子又層に変位・変形は認められない。
また，リニアメントは，砂子又層を削り込
んで堆積しているＭ１’面堆積物の分布
の南限にほぼ対応している。

東部のＬＤリニアメント

⇒Ｈ５面堆積物に高度不連続は
認められない。

文献によるリニアメント

⇒Ｈ４面堆積物に高度不連続は
認められない。

 空中写真判読によるＬＤリニアメント及び「［新編］日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」に対応する断層は存在しないものと判断される。

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-35 再掲



1-36

１．その他の断層・リニアメント

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層



1-371.6 金津山付近の文献によるリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）は，六ヶ所村金津山周辺に５条の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）には，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

【空中写真判読結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）により「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている付近に，リニアメントは判読されない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-37 再掲

コメントNo.S133



1-38

金津山

滝ノ沢リニアメント

1.6 金津山付近の文献によるリニアメント

各リニアメントの呼称

 「［新編］日本の活断層」（1991）により示されている５条の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」について，北部のNE-SW方向～WNW-ESE方向のものを
「滝ノ沢リニアメント」，金津山北側のWNW-ESE方向のものを「金津山北方リニアメント」，金津山西側のNNW-SSE方向のものを「金津山西方リニアメント」，金津
山東側付近のNNW-SSE方向のものを「金津山リニアメント」，その東方の短いNNW-SSE方向のものを「金津山東方リニアメント」と称する。

金津山周辺のリニアメント分布図

新 規
第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-38 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-391.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（滝ノ沢リニアメント）

 滝ノ沢リニアメント周辺には，泊層の凝灰角礫岩及び安山岩溶岩が分布し，安山岩溶岩中に火山礫凝灰岩及び砂質凝灰岩がレンズ状に分布している。また，西方には
砂子又層が分布している。リニアメントの示されている付近に断層は確認されず，岩相境界に不連続は認められない。

調査位置図

滝ノ沢リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

金津山

滝ノ沢リニアメント

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-39 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-401.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（金津山北方リニアメント）

 金津山北方リニアメントの周辺には，泊層の安山岩溶岩が分布している。リニアメントの示されている付近に断層は確認されない。また，安山岩溶岩には変質した部分と
変質していない部分とがあり，その境界がリニアメントにおおよそ対応している。

金津山北方リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

金津山

滝ノ沢リニアメント

調査位置図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-40 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-41

金津山

滝ノ沢リニアメント

1.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（金津山西方リニアメント）

 金津山西方リニアメントの周辺には，泊層の凝灰角礫岩，凝灰質砂岩及び安山岩溶岩が分布し，北西部に貫入岩が認められる。リニアメントの示されている付近に
断層は確認されず，岩相境界に不連続は認められない。

金津山西方リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

調査位置図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-41 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-421.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（金津山リニアメント）

 金津山リニアメントの周辺には，泊層の凝灰角礫岩，凝灰質砂岩及び安山岩溶岩が分布し，南部に貫入岩が認められる。リニアメントの示されている付近に断層は確認されず，
北部においては岩相境界に不連続は認められない。また，南部については貫入岩の東縁がリニアメントにほぼ対応している。

金津山リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

調査位置図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-42 再掲

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

金津山

滝ノ沢リニアメント



1-431.6 金津山付近の文献によるリニアメント

地質調査（金津山東方リニアメント）

 金津山東方リニアメントの周辺には，泊層の安山岩溶岩及び凝灰角礫岩が分布している。リニアメントの示されている付近に断層は確認されず，北部においては岩相境界に不連続は
認められない。また，安山岩溶岩には変質した部分と変質していない部分とがあり，南部ではその境界がリニアメントにおおよそ対応する。

金津山東方リニアメント周辺の地質図及び地質断面図

金津山

滝ノ沢リニアメント

調査位置図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-43 一部修正

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)

「［新編］日本の活断層」(1991)による

活断層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)



1-44

金津山

1.6 金津山付近の文献によるリニアメント

まとめ

滝ノ沢リニアメント

⇒断層は確認されず，泊層の岩相境界に
不連続は認められない。

 「［新編］日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」に対応する断層は存在しないものと判断される。

金津山北方リニアメント

⇒断層は確認されず，リニアメントは安山岩溶岩の
変質部と非変質部との境界におおよそ対応して
いる。

金津山西方リニアメント

⇒断層は確認されず，泊層の岩相境界に
不連続は認められない。

金津山リニアメント

⇒断層は確認されず，北部では泊層の岩相境界
に不連続は認められない。また，リニアメントの
南部は貫入岩の東縁にほぼ対応している。

金津山東方リニアメント

⇒断層は確認されず，北部では泊層の岩相境界
に不連続は認められない。また，リニアメント
の南部は安山岩溶岩の変質部と非変質部と
の境界におおよそ対応する。

新 規
第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-44 再掲



1-45

１．その他の断層・リニアメント

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層



1-461.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）は，ＮＷ－ＳＥ方向の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）には，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

【空中写真判読結果】

 「［新編］日本の活断層」（1991）により「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」が示されている付近に，リニアメントは判読されない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-46 再掲

コメントNo.S133



1-471.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント

地質調査，まとめ

 六ヶ所村老部川上流付近には，泊層，鷹架層，砂子又層及び段丘堆積物が分布している。泊層は凝灰角礫岩と安山岩質溶岩からなり，「活断層の疑のあるリニアメント（確実度
Ⅲ）」を挟んで，岩相分布に高度不連続は認められない。

⇒「［新編］日本の活断層」（1991）による「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」に対応する断層は存在しないものと判断される。

六ヶ所村老部川上流付近の地質図・地質断面図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-47 再掲



1-48

１．その他の断層・リニアメント

1.1 一里小屋付近のリニアメント
1.2 石持東方のリニアメント
1.3 豊栄平付近のリニアメント
1.4 二又付近のリニアメント
1.5 鷹架沼南岸のリニアメント
1.6 金津山付近の文献によるリニアメント
1.7 六ヶ所村老部川上流付近の文献によるリニアメント
1.8 目名東方の文献による推定活断層



1-491.8 目名東方の文献による推定活断層

文献調査及び変動地形学的調査（空中写真判読）

【文献調査結果】

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）は，東通村目名東方に，ほぼN-S方向で長さ約６kmの推定活断層を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「[新編]日本の活断層」（1991）には，同位置に活断層あるいはリニアメントは示されていない。

【空中写真判読結果】

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）により推定活断層が示されている付近に，リニアメントは判読されない。

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図 敷地周辺陸域のリニアメント分布図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-49 再掲

コメントNo.S133



1-501.8 目名東方の文献による推定活断層

地質調査，まとめ

 推定活断層が示されている位置付近には，幅の広いN-S方向の凹地が分布しており，その東側の丘陵には蒲野沢層の頁岩が，凹地内には蒲野沢層の泥岩が，西側の丘陵には
蒲野沢層の軽石凝灰岩がそれぞれ分布している。これら各層はいずれも整合に累重し，約20゜～約30゜西傾斜の同斜構造を示しており，断層は認められない。

⇒ 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）による推定活断層に対応する断層は存在しないものと判断される。また，凹地は岩質の差を反映した侵食地形と判断される。

目名東方の地質図

目名東方の地質断面図

第７２３回審査会合（R1.6.7）

資料２－１－２ p1-50 再掲


